


 槌屋、日本の二酸化炭素削減のシナリオ、日経サイエンス、1990年 11月号 

 

【抜粋】 

 

2010 年の二酸化炭素排出量は、1988 年の 19%増加と政府の長期見通しは示しているが、シミュレ

ーションを行って削減可能性を検討すると、効率の向上と再生可能エネルギーの普及によって

20％削減できる。 

2010年には、風力発電が 150万ｋW、太陽光発電が 2000 万ｋW普及するとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 二酸化炭素排出量 

 



 

図 太陽電池が経済的に成り立つ時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各種政策の効果（削減量、石油換算 100万トン） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 シミュレーション結果（1988年、2000年、2010年のエネルギー需給） 


